
指定管理業務評価結果書

１ 施設の名称等

２ 施設の利用状況

３ 収支の状況

４ 総合評価結果

(1) 公の施設の名称 道の駅久米の里

(2) 指定管理者 所在地 津山市宮尾563-1
名 称 有限会社 アグリ久米

代表者 代表取締役 田村 正敏

(3) 公の施設の所管部署 産業経済部 みらい産業課

(4) 指定期間 平成 26年 4月 1日 ～ 平成 31年 3月 31日
(5) 評価対象期間 平成 29年 4月 1日 ～ 平成 30年 3月 31日

(1) 利用者数等 年間利用者数 283,817人（前年度 288,116人）

（仙人館人49,812、 活菜館164,973、 食遊館69,032人）

(2) 事業の内容 活菜館（久米地域で栽培された農産物の直売施設）、仙人館（久米地域

の特産品展示販売施設）、食遊館（主に久米地域の食材を使ったレスト

ラン）等の管理・運営ほか

(1) 収入

（指定管理者の収入）

総額 56,591千円（前年度 56,296千円）

利用料金収入 56,383千円

その他の収入 208千円

(2) 支出

（指定管理者の支出）

総額 55,453千円（前年度 53,941千円）

主な支出 人件費 35,427 千円

光熱水費 6,352千円

修繕・消耗品費等 3,878千円

委託料 3,475千円

広告宣伝費 2,847千円

負担金・公租公課 160千円

その他 3,314千円

(1) アンケート調査等の概要 実施なし。30年度実施予定。

(2) 指定管理者の自己評価 公衆トイレ（県施設）の合同清掃を実施。また、情報コーナーのチ

ラシ等の整備を行いきれいで利用しやすい道の駅を目指した。毎月の

様にイベントを実施し集客に努力した。地元産野菜のみの販売で地域

密着型の道の駅として定着している。

(3) 市の評価 仙人まつりや自然薯まつりなど施設や地域農産物の特色を生かした

イベントを毎月実施し、積極的な運営活動に努めている。今後も合同

清掃などの利用者の利便性向上に引き続き取り組むとともに、イベン

ト等による集客確保に向け努力していただきたい。

アンケート調査を30年度に実施予定とのことで、その結果を踏まえ

て利用客数の増加に向けた積極的な取り組みを期待する。


